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平成 年度全国治水期成同盟会春期理事会を開催

平成 年度全水連行事予定

はじめに、陣内孝雄会長が、 昨年の中国・九州

北部豪雨による被害など、毎年甚大な被害が発生し

ており、その中での水防の重要性や水災防止対策の

強化充実を切望する と挨拶。

全国水防管理団体連合会（陣内孝雄会長）が主催

する平成 年度全国水防大会が、 月 日（水）午後

時 分から東京都千代田区内、都市センターホテ

ルにおいて、約 名が参加して開催された。
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来賓として沓掛哲男衆議院議員、古賀一成衆議院

議員、竹本直一衆議院議員、谷 公一衆議院議員と

祝辞を述べられ、来賓紹介の後、祝電が披露された。

水防功労表彰は、平成 年の水災害の防止に功労

のあった 名、 団体が表彰された。

その後、平成 年 月台風第 号による水防活動

で功労があった岡山県の美作市消防団の永井秀一団

長により、被災状況や水防活動についての意見発表

があった。

また、平成 年 月に発生した新潟県中越沖地震

や水害においてコミュニティー を通じた先進的

な活動をされた ながおか の脇屋雄介社長に

より、災害放送についての講演があった。

最後に、大阪市建設局の藁田河川担当課長（全国

水防管理団体連合会副会長代理）により朗読された

陣内会長挨拶

美作市消防団永井団長意見発表

大会の様子

大会決議の朗読

ながおか・脇屋社長の講演

大会決議案は満場一致で採択され、大会は幕を閉じ

た。
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平成 年度水防功労者表彰者名簿
【個人（表彰規定第 条第 号）】

都道府県 団 体 ・ 役 職 名 氏 名

青森県 佐井村（さいむら）消防団 本団分団長 大石（おおいし） 光範（みつのり）

宮城県 大郷町（おおさとちょう）水防団 副団長 板宮（いたみや） 剛（つよし）

山形県 山形市（やまがたし）消防団 団長 渡邉（わたなべ） 茂治（しげじ）

栃木県 真岡市（もおかし）消防団 副団長 保坂（ほさか） 芳 （よしのり）

群馬県 安中市（あんなかし）消防団 団長 横山（よこやま） 公男（きみお）

群馬県 太田市（おおたし） 消防団 副団長 中島（なかじま） 正幸（まさゆき）

群馬県 大泉町（おおいずみまち） 消防団 本部員訓練部長 飯塚（いいづか）清司（せいじ）

埼玉県 越辺川（おっぺがわ）・高麗川（こまがわ）水害予防組合
越生（おごせ）水防団 団長

小林（こばやし） 孝夫（たかお）

埼玉県 荒川北縁（あらかわきたべり）水防事務組合
熊谷市（くまがやし）水防団 副団長

田口（たぐち） 清（きよし）

埼玉県 加須市（かぞし）・羽生市（はにゅうし）水防事務組合 水防団副団長 加藤（かとう） 秀夫（ひでお）

千葉県 栄町（さかえまち）消防団 副団長 重本（しげもと） 善昭（よしあき）

石川県 輪島市（わじまし）消防団 七浦（しつら）分団 分団長 谷内（やち） 秀夫（ひでお）

長野県 佐久市（さくし）消防団 副団長 千葉櫻（ちばざくら） 政彦（まさひこ）

岐阜県 岐阜市（ぎふし）三里（みさと）水防団 団長 三ツ井（みつい） 一俊（かずとし）

岐阜県 羽島市（はしまし）水防団 桑原（くわばら）分団
分団長

黒田（くろだ） 正貞（まささだ）

岐阜県 海津市（かいづし）高須輪中（たかすわじゅう）水防団
今尾（いまお）分団班長

中村（なかむら） 義光（よしみつ）

静岡県 浜松市（はままつし）水防団 飯田（いいだ）分団 分団長 鈴木（すずき） 一志（かずし）

三重県 桑名市（くわなし）消防団 副団長 加藤（かとう） 一（ひとし）

京都府 淀川（よどがわ）・木津川（きづかわ）水防事務組合
淀（よど）水防団 副団長

家村（いえむら） 光儀（みつぎ）

大阪府 淀川（よどがわ）右岸水防事務組合水防団
東淀川（ひがしよどがわ）第 水防区分団長

柳川（やながわ） 勇（いさむ）

大阪府 淀川（よどがわ）左岸水防事務組合水防団
北第 防潮区分団長

山本（やまもと） 弘澄（ひろずみ）

大阪府 岸和田市（きしわだし）水防団 副団長 北脇（きたわき） 正治（まさじ）

奈良県 桜井市（さくらいし）消防団 団長 岡井（おかい） 禧直（よしなお）

福岡県 みやま市消防団 団長 本多（ほんだ） 賢次（けんじ）

福岡県 筑後市（ちくごし）消防団 副団長 角（すみ） 圭吾（けいご）

福岡県 宇美町（うみまち）消防団 団長 三好（みよし） 諭治（ゆうじ）

佐賀県 伊万里（いまり）市消防団 団本部 副団長 前田（まえだ） 秋信（あきのぶ）

【団体（表彰規定第 条第 号）】

兵庫県 平成 年 月台風第 号による水防活動 宍粟市（しそうし）消防団

岡山県 平成 年 月台風第 号による水防活動 美作市（みまさかし） 消防団

佐賀県 平成 年 月中国・九州北部豪雨による水防活動 武雄市（たけおし）消防団
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決 議

水防団員の確保とともに、水防協力団体制度の普

及・育成など、自助、共助及び公助のバランスの取

れた水防体制の確立のための対策を推進すること。

効率的・効果的な水防工法のあり方の検討を行う

こと。

その他、水防活動の充実のため、水防関係施策を

強力に推進すること。

洪水時等の円滑かつ迅速な避難確保のため、

洪水予報の充実や避難判断水位等の洪水情報の迅

速な周知の徹底や公表を図ること。

中小河川における浸水想定区域の指定の一層の拡

充、洪水、高潮及び津波ハザードマップの一層の促

進を図るとともに、そのための技術的、財政的支援

策を講じること。

高齢者等が利用する施設への洪水等情報の伝達方

法、大規模地下街等における避難確保計画の策定を

促進すること。

．治水施設及び海岸保全施設の整備促進を図るため、

治水事業及び海岸事業を強力に推進すること。

以上決議する。

平成 年 月 日

全国水防大会

我が国は、地形、気象などの自然条件に加え、都市化

の進展により、洪水や高潮による災害が起こりやすい環

境にあり、毎年、全国各地で激甚な災害が発生している。

昨年も中国・九州北部豪雨や台風 号などによる災害に

より、各地で尊い人命と多くの資産が失われたことは誠

に遺憾である。

災害を未然に防止し、安全で安心できる社会を実現す

るためには、治水事業等の推進とともに水防体制の強化、

充実が極めて重要である。

しかし、近年の水防を取り巻く現状は、水防団員の高

齢化や減少、地域住民の水防意識の低下など憂慮すべき

状況にあることから、自助・共助・公助のバランスの取

れた水災防止体制の確立を図ることが急務である。

また、洪水時の円滑かつ迅速な避難の確保のための洪

水情報伝達やハザードマップの配布等を、より一層推進

するなどの警戒避難体制の充実も喫緊の課題である。

ここに、われわれは、全国の水防管理団体の総意に基

づき、国会並びに政府に対し、次の事項が実現されるよ

う強く要望する。

記

水防体制の強化充実を図るため、

水防活動の拠点となる河川防災ステーションの整

備促進を図ること。
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全水連だより

月 日 曜日 時 刻 行 事 会 場

月 日 火 全水連春期理事会 麹町会館

月 日 木 第 回全水連総会 山口県（山口市）

月 日 木 年度全国治水大会 山口県（山口市）

月 日 木 全水連秋期理事会 麹町会館

月 日 水 午後 北陸地方治水大会 富山県（富山市）

月 日 水 午後 中部地方治水大会 三重県（津市）

月 日 木 東北地方治水大会 山形県（山形市）

月 日 火 午後 近畿地方治水大会 京都府（京都市）

月 日 金 午後 九州地方治水大会 大分県（大分市）

未 定 午後 四国地方治水大会 徳島県（徳島市）

月 日 月 年度促進全国大会 砂防会館別館

平成 年度 全 水 連 行 事 予 定
（平成 年 月 日現在）

全国治水期成同盟会連合会

平成 年度全国治水期成同盟会春期理事会を開催
全国治水期成同盟会の春期理事会は、第 回通常

総会の議決及び平成 年度全国治水大会山口大会の

開催要領等を中心議題として、次のとおり開催され

ました。

と き 平成 年 月 日（火） 時

ところ ルポール麹町（麹町会館）

先ず、陣内会長が挨拶を述べた後、規約により陣

内会長が議長となり、議案の審議に入りました。議

案は次のとおりです。

第 号議案 第 回通常総会の開催要領案につい

て

第 号議案 理事会議案及び第 回通常総会提出

議案について

第 号議案 平成 年度全国治水大会（山口大会）

の開催要領案について

第 号議案 平成 年度全国治水大会決議文案に

ついて

第 号議案 平成 年度顧問の委嘱案について

第 号議案 役員選任について（報告事項）

第 号議案から第 号議案まで、全員意義なく原

案どおり承認されました。

意見交換の後散会されました。


